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の音が落ちて「ハッピー」が「アッピー」になる、というのがあります。國分
	
延辺方言にも特徴があって、外大で
朝鮮語として自分た が学んできたのはソウルの言葉なんですが、昔 朝鮮語にあった高低アクセントが くなっているんです。でも延辺方言は元々朝鮮半島の中でもはじっこの東北部で話されていたものな で、それが昔のまま残っているんですよ。ソウルに とまったく味わうことができない、新鮮さを感じました。宮崎
	
方言ではよくありますよね。中央ア
ジア地域はイスラム圏でいう ころの辺境地域みたいなイメージがあって、そこで話されているウズベク語やタ ク語の発音にも、イメージに辺境性が付加されるところがあるんです。井上
	
ウズベキスタンが東の端だとすると、
モロッコは完全に西の端（笑） 。外大で勉強しているアラビア語は基本的に文語、つまり新聞で使われるような書き言葉なんですが、口語のアラビア語はエジプト方言やシリア方言、マグレブ方言などと地方ごと 分かれています。モロッコ は、エジプト人とモロッコ人がそれぞれの言語で会話すると、会話
ができないって言われるくらい、異質な方言とされているんです。特徴的なのは母音をほとんど発音しないこと。アラビア語は文字で書くのは、基本的に子音字だけで、そこに母音記号をつけて発音す たとえば 「勉強した」は「
D
aR
aSa 」と発音する。でもモ
ロッコ方言は「
D
R
S 」と文字のまま「ドゥル
ス」と子音字だけ 読む。日 語とは対極にあるような言語なので、初めは聞き取 のに苦労しました。言葉から見える心グェン
	
外国人は、外部から現地の人たちの
メンタリティを知ることができますよね。面白かった体験などありましたか？井上
	
モロッコ人は、モロッコ方言が異質
であるということを自覚しているように感じましたね（笑） 。だから外国人の僕がモロッコ方言を話すと、 「なんだお前、モロッコ語しゃべれるのか」って一気に距離が近くな 。それが面白かっ ですね。辰野
	
私もインタビューのなかで、ヨーク
シャー方言をちょっと真似してみると、みなさん喜んでくださって。自分の方言に誇りを
持っているおじいちゃん方は突然歌を歌い出したり……（笑） 。でも若い世代の人になるとやっぱり職場で指摘されることもあるらしくて、 「自分が持って生まれたものだから仕方ないけど、あんな音嫌いよ」という人もいました。一方で 他の人がどう思おうとあんまり関係ないよね、通じれば いん ゃないという人たちも多かったです。宮崎
	
ウズベキスタンのなかでも、サマル
カンドやブハラで何語が話されているか、ご存知ですか？井上
	
全然わからないです。
宮崎
	
サマルカンドやブハラで使われてき
た言語は、長い間現在で タジク でした。でも、二十世紀初頭にこれらの都市は結果的にウズベキスタンという国家の一部となり、タジク語はマイノリティの言語となってしまいました。ただ現実的には、ウズベク語が国家語になっ 今 タジク語というのは普通に使われていて、現地の人の中で、タジク語を守って くんだという運動も実際にあります。今方言の話をされて たと思いますが、ウズベキスタンの場合は、ウズベク語とタジク語のように言語がはっきりと違 ます。そういう中で言語と 共生しているという
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私たちはどうして言葉を学ぶんだろう。言葉を学ぶ基準って何だろう。話者の数、通じる国の数、それともメジャーであるかどうか？
　
でも、メジャーの裏には必ずマイナーが存在する。メ
ジャーな言語と 一線を画す言語や方言に耳を傾ける外大生が集い、その豊かな世界について熱く語り合った。
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――まず自己紹介として、皆さんが学ばれてきた地域、言語についてお話しください。辰野
	
私は二〇一五年の夏から二〇一六年
の夏までイングランド北部にあるヨークシャーに留学し、現 のヨークシャー方言についてフィールドワークを行いました。特に調べていたのが方言に対する話者の認識、つまり自分がどのぐらい強い方言を しているのか、自分たちの方言が他の人たちからはどんな風に思われているのかなどです。國分
	
自分が研究してきた方言は朝鮮語の
延エン
辺ペン
方言です。延辺というのは朝鮮半島では
なく、中国と北朝鮮の国境近くにある朝鮮族が住んでいる地域です。卒論では、延辺方言の終止形の語尾について書いていました。
井上
	
僕は二〇一五年の十月から二〇一六
年の七月末まで北アフリカのモロッコに留学して、アラビア語のモロッコ方言を勉強していま た。語学学校に通いながら、伝統工芸品を作っている職人さん 弟子入りして （笑）一緒に生活 ながら八か月ほど働き、体当たりで勉強していました。グェン
	
僕の学んできたことは方言とは関係
ないのですが、一四歳の時にベトナムから日本に移り住み、日本語を一から学びました。日本に来ている外国人たちが話す日本 や、その子供たちが受ける 教育につ て関心があります。宮崎
	
専攻はペルシア語なのですが、初め
ての海外旅行でウズベキスタンに行ったとき、
ロシア語やウズベク語、タジク語といった、多様な言語、文化が入り混じる中央 ジア地域の環境に強く惹かれました。今はウズベキスタン 言語と民族国家の関係性などについて学んでいます。言葉の多様性辰野
	
ヨークシャー方言はイギリスで話さ
れている方 の一つなんですが、話者数から見ると、そこまでマイノリティというわけではないです。でも「教養がない労働者階級の言葉」と うイメージの為に蔑視されがちな方言でもあります。音声学的な特徴としては、強勢の置かれて 音節の母音 前 「ｈ」
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れの方に行ってみると公園で朝鮮族の人たちが集まって踊っている。それは韓国の田舎に行っても全然見られな 光景で、やっぱり朝鮮民族の伝統的な文化が、今でも保存されている地域なんだなと思いました。井上
	
僕はアラブ人のホスピタリティのす
さまじさを感じましたね。断食を実際に体験したんですが、ラマダンって日中飲み食 できないから辛いと思われがち けど、アラブ人にとってはお祭り騒ぎをする月。日中我慢することを通じて、イスラームの教えの根底にある「人 分かち合う」 いうことに立ち返る一ヶ月なんですよね。それはムスリムだろうが非ムスリムだろうが一緒で、僕は スリムではなかったけど屋台で待って七時半にゴーンとアザーン（礼拝への呼び け）が鳴ると、お店の人 食べ物を全部ただで出してくれ んです。その一杯目のオレンジジュースがもうめちゃくちゃ美味しかった（笑） 。それで今度は隣の屋台 おじさんが「いいか、お前明日はこっちに来るんだぞ」って、外国人の取り合いみたいになる（笑） 。ホスピタリティのすさまじさを体感できましたね。辰野
	
ヨークシャーもすごくフレンドリー
でした。普通留学生が地域のコミュニティー
に入って行って、音声学の調査協力してくださいなんて言ってもロンドンでやったら、「え、なに？」ってなるじゃないですか。 「あ、いいよお でよ」って入れてくれて、都市部とはまた違ったあたたかさを感じましたね。体験を通して見えてきたもの
　
國分
	
朝鮮半島だけ見てるとどうしても、そ
こから移住していった人たちの生活や文化は見えないんです。本国 離れた、独立し文化が形成されている場所がある。そこを広く見ることができたっていうのはよかったのかな。井上
	
僕は留学に行って日本と全く違う生
活をしてい 中で、二つ気づいたことがあります。一つ目は、日本人の丁寧さっていうのがお金と引き換えになっていること。モロッコ人は仕事しているときは不愛想（笑） 。お金分の働きしかしようとしない。でもプライベートでは見返りがな からとにかく優しくしようとする。でも日本は逆に、お金をもらうときはすごく頑張るんですけど、プライベートでは大変そうな人 いても助 ない。別に何か対価が貰えるわけじゃないから。二つ
目は、モロッコはものと情報が氾濫してないからこそ 人とのつながりが強いこと。逆に日本はモノと情報が溢れかえっているから関係が希薄になっているのかな、と感じました。僕がいたところは、スマホ持ってる人多くないですし、ぱっと物事が調べられるわけじゃないから、隣の人にすぐ「このバスどこいくの？」と 聞くし、コンビニなんてない ら隣の人に当然ものを借りに行ったりもする。宮﨑
	
メジャーではない言語を学ぶってな
ると、ぱっと聞いた印象だと視野が狭く るイメージがある 思うん けど むし 僕は、ペルシア語とウズベク語を学んでい たことで 地域的な広がりを意識できるようになったんですよ。中国でも、ペルシア語が使われていた共同体がありました。今はペルシア語、ウズベク語って小さな範囲か しれないけど、それを勉強して掘り下げていくことが、中央アジア全体だけでなく、アジ 全体がどういう風に、かつ どんな歴史を持っていかを理解するための着火点に る。ウズベク語とペルシア語を勉強したこと 、逆説的に色んな地域のことを学べたなって思います。辰野
	
帰ってきてから、日本ではアメリカ
英語ばかりが教えられてい ことにすごく違
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環境は、社会がどんなに変わろうと今でも厳然と保たれているように感じますね。失われてゆく言葉についてグェン
	
ベトナムには五四の民族がいるんで
すね。その中で八〇パーセントぐら がキン族というマジョリティーで、そ 以外の民族はそれぞれ別の言葉を話したり 別の文化を保っていたりするんですが、おそらくそういう言語を勉強しよ とする人は少ないんじゃないかな。マジョリティーの言語を話せるということは、教育の機会などで有利ということですから。だからマイナー言語がなくなっていく状況は避けられないと思 ます。宮崎
	
今はインターネットがつながって国
際化社会じゃな ですか。大きな言語がどんどん影響を強めていくんですよね。ウズベキスタンでも実際に首都で高い収入を得 仕事をするためには、ロシア語が必要なんですよ。タジク語は首都で仕事をする際に ほぼ使えないので、どん 公の場から遠ざけられています。そういうのを食い止めるのが、外から勉強する人たちに課せられたタスクであると、僕は思いますね。
辰野
	
どうしてその方言を学ぶ必要がある
のかって聞かれたら、別にその方言を学んで先生になれるわけでも、仕事ができるわけでもない。そうす と、興味があるから、本当に好きだからという理由だけで学ばなきゃいけなくなる。もちろん外からの取り組みも必要ですが、その方言の話者たちによる その言語への愛着がちゃんと残 いくような制度や教育も必要だと思います。でな と、消失を食い止めるのは難しいのかもし い。國分
	
延辺でも同じで、延辺は地理的に中
国なので、やはり中国語を話せな といい生活ができないというのはあります。最近は家でも朝鮮語を話さず、子供も中国語の学校に通わせるという完全に朝鮮語を捨てよう する家庭が増えてきています。でも、 しなったとして 、外からその情報や記述が残されれば、その言語が使われていたということが歴史に残る。そういう点では、方言を学ぶこ は重要ですよね。井上
	
モロッコ方言は言語保存の面から見
ると展望が怪しくて、今モロッコでプライオリティーが高い言語っ フランス語なんです。都市ではみんなフランス語を話してい 、モロッコ方言もアラビア語もわからなく も、
フランス語があれば問題なく生活していけます。高等教育もフランス語で行われることが多いし辰野
	
それに対して、モロッコの政府など
は何かしているんですか。井上
	
多分、モロッコ方言を保存しようと
する動きはあまりないですね。文字媒体もフランス語が増えていま も高等教育を受けた人はフランス語を話している一方で、モロッコ方言しか話せない人たちもまだまだ沢山いて、そういう人たちの、モロッコ方言に対する意識は強いと感じました。辰野
	
ある一つの言語や方言がなくなると
いうことは、その言語を話 ている人の世界の一部が失われ ということじゃな です 。そう考えると、何人がその言語を話しているかとか、どんな民族がそれを話して る に関係なく、言語って等しく大切なんだな 思います。文化の「声」國分
	
文化的な面で言うと、延辺の街並み
は、最近韓国資本が急激に流入して、韓国化イメージは強いです。でも、ちょっと外
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和感を覚えるようになりました。留学中は色んな人たちの、色んな英語があっ んですよね。英語というものに対する適応性を高めるには、様々な人たちが話す英語も取り入れていくべきだと思うんです。グェン
	
日本語だってそうですよね。日本に
来て、初めは日本人らしく喋ろうと努力していたんです。でも大学入っていろんな国から来た人の日本語を聞くと、日本語って一つじゃないなあっ 。日本 来たことでいろんな日本語、可能性を認識できたことは貴重な体験でした。辰野
	
マイナー言語という表現、結構外大
でも使うじゃないですか。でもマイナーってメジャーがあるから存在 る そのメジャを、一体だれ 、どんな風に、どんな基準に従って決めたのかが気に るようになりました。そういう決め方自体恣意的なものでしかないし、結局どの言語も、同じように大事なものであることには変わりないんだ あって感じるようになりましたね。新入生へのメッセージ宮﨑
	
言語っていうのはただ学ぶだけのも
のではないと思う。その言語を学ぶことによって、その地域的な広がりが見えてきたりか、歴史が見えてきたりとか、そういった良さが言語を学ぶことにはある 一つ二つ学ぶことで相互の関係性が分かって、どんどん自分の世界が広が いく。それが言葉の勉強をしていてよかったなって私が思うことです。言語と、何か政治だ り民族だったりとを繋ぎ合わせることによって、広 視野が養われるのではないかなって思います。井上
	
言語の勉強って決して打算的なもの
じゃないと思います。言語を勉強することって、そこに連結する地域と 、文化と 生活ぶりを見ていくうえで大き 糸口になる。周りの人がほとんど勉強していないすることで、彼らが決して触れる機会の い文化を体験することもできる。 ごく貴重な体験で、自分 自信にもなります 自分らしい経験をするために言語を勉強してほ なと思 ます。グェン
	
いろんな地域や言葉を勉強すること
によって、その人自身のアイデンティティが形成されていくと思いま 。僕自身は日本に来ることによって、元の文化と、日本、その両方があった上で、自分っていう が成り立
つと気付きました。四年間でどういう自分が形成されるのか、楽しみにしながら勉強すると面白いかなと思います。國分
	
専攻語を四年間かけてやっていく中
で、その地域の中心的なところで使われている共通語だけにとどまらずに、方言など ついても幅広く、一つの視点に拘らずに学んでほし です。そうすると、その地域や国 対しても見方が変わってきたり 民族の本質が見えてきたりす 。それはいい人生経験にもなるんじゃないかな。辰野
	
言葉って必ずしもずっと何十年もそ
のままの姿で存在しつづけ とは限らな思うし、現実にそれが、例えば、言葉の死として今起きていると思うんです。だからこ 、生き物的な側面を持っている言葉に対して、柔軟な見方を忘れないでほしいです。それができるのは、ツールとしても、言葉という研究対象としても言語を見ることが き 外大生の強みであるのかなと感じて ます。自分が学びを得たいと思えば、手助け してくれる仲間や先生、資料がそろっ いる環境だと思うので、是非それを活用して、一つ 型に捉われずに、言語という生き物と向き合っていってほしいなと思います。
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